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生物の大切さを知り、生物多様性の保全活動を進めよう 

	
  
 今福の（仮称）川越市森林公園 安比奈親水公園の小河川 

	
 このたび、埼玉県より、2010 年に名古屋で開催される COP10（生

物多様性条約締約国会議）に合わせて、埼玉県内の生物多様性保全活

動のより一層の促進を図るために、県内で、自然環境保全活動などを

行っている団体に様々な生き物のモニタリング調査への協力要請が

ありました。 

	
 この調査では、集まってくる調査結果をデータベース化し、生物多

様性の変化を把握するとともに、将来的には参加団体が調査結果を共

有できるしくみづくりを目指しているとのことで、かわごえ環境ネッ

トにも参加要請があり、理事会承認事項として埼玉県と手続きを進め、

9 月初旬に正式名称「県民参加生き物モニタリング（川越地区）調査

業務委託契約」が結ばれました。これにより、実質的には自然環境部

会が今後 5年間にわたり、川越市内指定地域の野生生物生息状況の調

査報告活動を開始することになりました。調査対象地は、植物を今福

の（仮称）川越市森林公園計画地に、動物は魚類を選び、鯨井の小畔

川と周辺の小河川、そして、安比奈新田の入間川と小河川に決まりま

した。 

	
 県からの指定品種は、植物が外来種 36 種と絶滅危惧種の 2 種を含

む在来種が 8種類です。魚類は、絶滅危惧種のメダカと外来種のカヤ

ダシです。しかし、自然環境部会では、指定品目だけでなく調査地区

の動植物を詳細に調査してデータを積み重ね、調査地区も少しずつ広

げて行き、川越市内全域の野生動植物生息データになればと思います。 

（次ページに続く） 
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（巻頭言のつづき）そしてこれらのデータが、県や市の土地開発や河川

改修に生かされて、野生生物の保全に配慮した事業に変わっていくこと

を望みます。またこれを機に、川越市の組織として自然環境部門か野生

生物担当部門を設け、私達と協働していける体制づくりを期待するもの

です。 

	
 最後にみなさんには改めて、野生生物から受ける恩恵を認識していた

だき、生物多様性保全の理念でもある、その地特有の生きもの達を大切

にする心構えと、池や川や森林を汚さない、外来種やペット類の動植物

を安易に戸外へ放したり植えたりしない、除草剤は使わない、塀は生垣

にする、駐車場や車庫の床は車輪の乗るところ以外は芝などで草地化す

るなど、私達ができることは多々あると思います。 

 かわごえ環境ネット理事・自然環境部会代表	
 大辻晃夫

 

かわごえ環境ネットの活動報告 
「新座のキツネノカミソリ群生地見学と妙音沢の湧水探訪会」報告 自然環境部会

 
キツネノカミソリ 

 
群生する斜面 

 
観察会風景 

 
地元保存会千葉会長の説明 

開催日：2009年 8月 18日（火）9:00～14:15 

見学先：新座市 市場坂キツネノカミソリの里、

新座市 妙音沢特別緑地保全地区の湧水地 

	
 一昨年の板橋植物園、昨年の松戸市総合公園

に続き 3回目となる観察会でしたが、今回は新

座市のキツネノカミソリの群生地と妙音沢の湧

水地を探訪してきました。 

	
 参加者は一般の方の参加を含めて 22名、新座

川越市資源化センターの建設が進む、 
鯨井の小畔川周辺 
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市ではキツネノカミソリ保存会の千葉会長から

保全活動への取り組み状況についての話を聞き、

続いて、キツネノカミソリの群生地を案内して

いただきました。希少種であるキツネノカミソ

リは鮮やかなオレンジ色の花ですが、8月初旬

から中旬にかけ、市営墓園の北斜面に見事な群

生が見られるということで出かけました。しか

し、今年は例年より開花が早めで既に見ごろを

過ぎ、見事な群生が見られず残念でした。しか

し、私どもで進めている池辺公園でのキツネノ

カミソリの公園づくりには参考になりました。 

 
妙音沢の湧水地点 

 
案内板前で千葉会長の説明 

 
夏でも涼しい清流 

 
妙音沢の湧水地点を観察 

	
 その後、近くの妙音沢湧水地へ移動、住宅街

の脇の階段を降りて崖下へ、途中の斜面にもキ

ツネノカミソリの群生が見られました。崖下の

森の中には大沢、小沢の 2本の豊富な湧水が流

れ、湧水地点は崩れ止めのブロック壁で固めら

れていましたが、見上げる上には住宅が迫って

いて怖い感じがしました。この湧水は典型的な

崖線型の湧水で、川越で言えば昔の大仙波の滝

がこのような滝だったと思われます。また、夏

にはホタルが飛び交うとの話もありました。妙

音沢の湧水は環境省が所管する「平成の名水百

選」にも選定されています。 

	
 そして観察会終了後は新座市総合運動公園へ

移動し、昼食は公園内で適宜とっていただき、

この広大な総合運動公園に隣接する「本多の森

ヒマワリ畑」を自由散策しました。ヒマワリ畑

では背丈の低い薄い黄色のヒマワリが一面に咲

き広がり、迷路もありました。さらに奥へ進む

と砂利道の脇に昔の「野火止用水」が流れ、武

蔵野の面影を残して、うらやましいほどの自然

がそこにありました。川越駅には 14:15 頃帰着

しましたが、その後、希望者にはキツネノカミ

ソリが見られる川越市が開設した池辺公園の見

学をしていただきました。    （市川衛） 
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「玉原水力発電所見学と尾瀬 ECOガイドツアー」に参加して

 
至仏山荘の前で参加者全員が 

 
珍しい植物も見られる尾瀬ヶ原 

 
自然の景観を見ながら木道を 

 
鳩待峠で尾瀬の看板を見る一行 

	
 さる 9月 3・4日の両日、東京電力(株)川越支

社主催による表記の見学会と山歩きのツアーが

催され、総勢 20名が参加しました。 

	
 定刻 8時に川越を出発した老神交通のマイク

ロバスは、関越水上 IC を経て、10 時前に TEP

CO電源 PR館・大利根に着き、別のバスに乗り

換えて奥利根の玉原水力発電所に向かいました。 

	
 山中の坑道を 10 分ほど走ったところが地底

の発電所でした。私たちが着いたとき、ちょう

ど一台が運転中で、そのすさまじい轟音に圧倒

されました。この発電所は揚水式で、4 台の発

電機で最大 120万 kWの発電が可能とのことで

した。見学を終えて 11時過ぎに電源 PR館に戻

り、マイクロバスで沼田 ICから老神～戸倉へと

向かい、戸倉ぶらり館に立ち寄ったあと、標高

1500mの尾瀬の入口、鳩待峠に着きました。 

	
 ここで尾瀬林業の 2名のツアーガイドが加わ

り、軽く体操をした後で尾瀬ヶ原をめざしまし

た。尾瀬はすべてのルートが木道や敷石の道で

整備されており、山歩きの初心者でも歩きやす

くなっていました。ガイドの説明を聞きながら

1 時間あまりで至仏山荘に着き、山荘の周辺の

ごみ拾いをした後、入浴･夕食をとりました。環

境問題などで夜遅くまで話し合ったグループも

ありました。 

	
 明けて 9 月 4 日、朝食のあと、2 班に分かれ

て 7時過ぎに山荘を出発、周辺の自然観察を行

いました。気温は 20℃ほどで、草紅葉には早い

ものの、ナナカマドやゼンマイは赤く色づき、

キンコウカやリンドウ、タカネナデシコ、トリ

カブトなどの花が咲き、地塘にはヒツジ草の白

い花も見られました。西の至仏山、東の燧岳の

景観を楽しみながら、牛首～竜宮～ヨッピ川橋

を通って 11時ごろに至仏山荘に戻りました。 

	
 山荘で昼食を済ませ、昨日下ってきた木道を

小 1 時間ほど登って鳩待峠に到着、2 日間お世

話になったガイドの方に別れ、バスで一路川越

へ向かい、午後 5時前に無事川越駅前に帰りま

した。心配した雨にもあわず、好天に恵まれた

すばらしい企画でした。   （齋藤眞之助） 
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第 17回「生ごみリサイクル交流会 2009」に参加して 社会環境部会

	
 「生ごみは宝だ」を合言葉に、全国から生ご

みリサイクルの運動の関係者が集まる「生ごみ

リサイクル交流会 2009」が、8月 24日に早稲田

大学国際会議場（東京都新宿区）で開かれまし

た。かわごえ環境ネットからはごみ減量･再資源

化グループのリーダーである原嶋理事と、松岡

壽賀子さん、武田理事の 3人が参加、市役所か

らも資源循環推進課の職員が参加しました。 

	
 午前の全体会は、「地球温暖化に向けて環境の

里づくりが進む	
 自然エネルギーの活用、森林

の保存、土づくりセンター」梼原町と題して、

高知県梼原町（ゆすはらちょう）の岩本環境推

進課長の発表がありました。山村の緑と水を生

かした、自然エネルギーの活用を通して地域づ

くりを進めている数々の事例が紹介されました。

太陽光発電、風力発電、マイクロ水力発電、千

枚田オーナー制度、地熱利用温水プール、土作

りセンターによる生ごみリサイクルなど、環境

の里づくり構想の未来を熱く語りました。 

	
 2例目は、小田急グループ傘下のホテル･百貨

店･スーパーから出る「食品残さのリキッドフィ

ード（発酵させた液状のエサ）で養豚	
 できた

肉は店で販売する“食品ループ”を実現」と題

し、小田急フードエコロジーセンター顧問の高

橋さんから詳しく紹介されました。食品残さの

活用は、堆肥化、バイオガス化とあわせ、飼料

への道も有効な方法と見られています。 

	
 午後は第 1分科会に武田理事、第 3分科会に

原嶋理事、第 4分科会に松岡さんが出席し、そ

れぞれの報告を次に紹介します。 

�第 1分科会「生ごみは燃やさない!!ごみ減量と

循環型社会の構築へ」のテーマで、長野県駒ヶ

根市の下島環境対策課長の 14 年にわたる生ご

み堆肥化推進の経過と、滋賀県甲賀市で「生ご

みリサイクル」を進めている(株)水口テクノス

の猪狩部長と、その堆肥を使って有機栽培をし

ている NPO 法人びわこベジタブルロードの米

澤理事の連携プレーの重要性を示す報告がなさ

れました。両市とも、リサイクルの環に参加す

る世帯を増やしてゆくためにさまざまな工夫を

しています。官･民･企業の協働のシステムづく

りに市民を巻き込んだ、地道な努力の成果であ

りますが、これからも参加世帯を着実に増やし

ていかねばなりません。官でも民でも、柱にな

って動く、推進役が必要のようです。 

	
 この会の話を聞いている人の中から、一元的

なリサイクルシステムばかりでなく、各家庭で

簡便かつ低廉でできる方法への理解を求め、宣

伝パンフを配る人もありました。（武田） 

▽第 3 分科会「堆肥育ちは美味しい	
 共同農園

でいきいき」のテーマで、小さなグループ活動

の輪が拡がっていく 3つの具体的事例が報告さ

れました。最初に浜松市郊外のエコピュア佐久

間の金森代表から、自治会有志で家庭の生ごみ

を集め、EM ボカシ処理による堆肥で家庭菜園

を指導、次第に参加者が増えている事例でした。

次は、小平市の NPO 小平・環境の会の馬場理

事長が、「生ごみ堆肥で栽培実験	
 景観守る活動

も」と題し、市内の小学校に乾燥型の生ごみ電

動処理機を導入したのを機に、できた肥料を農

家に還元したり、学校の花壇に撒いたりと有効

に活用し、生ごみの地域循環に向けて工夫を凝

らしている例でした。3 番目は「エコ農園でご

み減量と環境に配慮」のテーマで長岡京市の野

村環境政策推進課長補佐がエコ農園で市民啓発

を進めている経過が報告されました。行政と市

民が、小さな工夫の積み重ねで生ごみリサイク

ルの環が広がる例を身近に感じました。（原嶋） 

▽第 4 分科会「都会の生ごみ	
 どうする？	
 こ

こまでたどりついた」のテーマで、神奈川県の

葉山町の「ゼロウェイストめざし、“生ごみ”に

全力」の題で葉山町環境課の雨宮係長と独特の

自家処理方式を進めている松本さんの発表があ

りました。あと 5年後の 2014年に 2006年比 50%

のごみ減量目標は町長の公約で、待ったなしの

いろんな啓発活動が続けられています。川崎市

からは「3 ルートで進める生ごみ地域循環」と

題して、川崎･ごみを考える市民連絡会の飯田代
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表から、市、市民、農家との共同による生ごみ

リサイクルのモデル事業を立ち上げ、農家と家

庭を結ぶ生ごみ堆肥化ルートが 3つでき、地産

地消、地域内資源循環の成果を上げています。

最後は、毎年アイデアいっぱいの活動を披露し

ている戸田市のクリーン推進担当の吉田副主幹

の「生ごみのぼかし合えと花苗を交換」の話題

の事業の紹介がありました。EM ぼかしを利用

した 19L入りの生ごみバケツを貸し出し、当初

の予想を超えて追加を含めて 400個のバケツを

用意しましたが満杯になりました。追加したく

ても、年間 26,000鉢の花の生産が間に合わない

状況になりました。戸田市の人口は増えていま

すが、可燃ごみの量は着実に減少していること

を数字が示していました。（松岡） 

	
 なお、第 2分科会は「臭いを出さない生ごみ

堆肥づくり」で資料を活用して、今後の活動に

生かすことにしました。    （武田侃蔵） 
関連サイト 
NPOたい肥化協会：第 17回生ごみリサイクル交流会 2009 
http://www.taihika-kyokai.or.jp/kouryu/17th/17th.htm

池辺公園のキツネノカミソリ分布調査報告 自然環境部会

 
花の数を数える分布調査風景 

 
花芽を付けた今春の移植株 

日時：8月 10日（月）9:00～13:30 

場所：池辺公園 

参加者：菅野、稗島、大辻（敬称略） 

	
 台風 9号の接近で、朝から大雨となりました

が、キツネノカミソリの花は盛りを過ぎ、散り

始めていましたので集まった人だけで分布調査

を強行しました。 

	
 その調査の結果をまとめてみると、今年度公

園内に開花した株数は 235株で、昨年の 56株に

対して約 4倍に増加しました。それは、①昨年

開花した所の球根の成長増加による開花、②昨

年開花しなかった所の球根成長による開花、③

公園近接地から移植した球根が根付いて開花し

た、の 3点の相乗効果でしょう。 

	
 来年度もさらに株数を増やすために、球根の

根の動き出す 10月前に、公園近接地に残る球根

の移植作業を行う予定です。 

	
 一方で、種子から育てることも試みましたが、

ほぼ全滅状態でした。今年は、種子の成熟する

9 月末まで待ってから、公園内で、現地の土を

用いた種まきを試みる計画です。また、種子を

冷蔵庫などに入れて、サーマルショックを与え

てから蒔くと良い結果が得られるとの情報が入

りましたので、ぜひ実行してみたいと思ってい

ます。            （大辻晃夫）
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池辺公園におけるハグロソウの保全活動 自然環境部会

 
白地にピンク色の花を付けたハグロソウ 

 
除草が進み、ハグロソウの姿が見えるようになってきた 

 
手作業による除草作業開始 

 
ハグロソウの近くで花を咲かせる川越では希少なウバユリ 

日時：8月 17日（月）9:00～12:00 

場所：池辺公園 

参加者：市川、賀登、菅野、平田、畠山、大辻

（敬称略）、川越市公園整備課及び造園業者 

	
 夏場の池辺公園には、埼玉県・絶滅危惧 II類

に指定されているキツネノカミソリのほかに、

準絶滅危惧種のハグロソウが可憐な花を咲かせ

ています。ハグロソウの生息地には、イノコズ

チなどの背の高い植物が覆いかぶさるように繁

殖しているために草刈機を使用できません。 

	
 作業打ち合わせの結果、川越市（造園業者）

は園路沿いや、希少種の生息していない区域の

下草刈りを行い、私たちはハグロソウの生息区

域のイノコズチなどの下草を一本一本手で抜き

取る作業を行いました。 

	
 作業終了後に確認したところ、約 50㎡の広さ

に自生していることがわかりました。今後この

区域には、保護区域としての木杭とロープ張り

を川越市が行う予定です。  （大辻晃夫）

かわごえ環境ネット「入会のご案内」を配布しています 

本会は、川越市の環境に関する情報の提供や活動の場の提供、 

そして実践活動を行っている環境パートナーシップ組織です。 

会員になられていない方のために、本会の活動の概要を説明した 

パンフレットがあります。川越市役所 5階にある環境政策課 

窓口又はホームページ（http://kawagoekankyo.net）で 

ご覧いただき、ぜひご入会ください。会員の方も、入会の勧誘にご活用ください。 
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「（仮称）川越市森林公園」計画地「キノコの観察会」報告 自然環境部会

 
キノコの観察会のひとコマ 

日時：2009年 9月 12日（土）9:30～12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル）、「（仮称）

川越市森林公園」計画地 

参加者：25名 

講師：大久保彦「埼玉キノコ研究会」会員、稗

島英憲「埼玉県生態系保護協会」会員 

	
 例年 9月は雨が多く、キノコがよく出るので

すが、今年は 8月 10日ころから雨らしい雨がな

く、8月 31日に降った後はお湿りがありません

でした。観察会の前に下見をした時は地面がカ

ラカラで、やっと数本のキノコがみつかっただ

けでした。本番ではキノコだけでなく動植物に

観察対象を拡げないともたないようです。 

	
 当日は皮肉にも集合時刻前から雨が降り出し

ましたが、申込をしていた方は全員出席され、

家族連れの方が多かったです。 

	
 初めにジョイフルのロビーでキノコについて

の簡単なレクチャーでした。腐生菌：朽木・落

ち葉・死骸にできるキノコ、木材腐朽菌：枯れ

木や弱った木にできるキノコ、菌根菌：生きて

いる木の根から養分をもらっているキノコ（マ

ツタケ、ホンシメジなど）、冬虫夏草は狭山市の

「智光山公園」や「赤坂の森」に行けば見つけ

られる。 

	
 このようなことを頭に入れて雑木林へ入りま

した。大勢の方の目で見ると結構みつかるもの

です。講師の大久保さん、稗島さんは大忙しで

した。乾燥していてもあるのがサルノコシカケ

の仲間の固いキノコで、木材腐朽菌のエゴノキ

タケ、ヒトクチタケ、ヒイロタケなどです。こ

れらは枯れ木について徐々に分解してゆく森の

掃除屋です。 

	
 キノコはとかく「食べられるか？毒か？」と

いったことが関心事になるが、植物・動物・菌

類をめぐる大きな生態系の一員であり、大切な

リサイクルの役割をしていることを知ってほし

いと講師のお二人は力説していました。参加者

からは「きのこはとても興味があるがなかなか

自然に見ることが難しい。こんな機会はうれし

い。」という感想がありました。 

※参考	
 今回観察したキノコ：シラタマタケ（ス

ズメバチの好物）、フクロツルタケ（白、毒）、

ナラタケモドキ、ヒイロタケ、ベニタケ、ニガ

クリタケ、イヌセンボンタケ、ムレオオイチョ

ウタケ、ノウタケ、アカヤマドリ等 

（賀登環）

 
エゴノキタケ 

 
猛毒のニガクリタケ 

 
樹木の案内もあわせて行う 
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流域活動の報告

新河岸川の景観調査

 
舟に乗って新河岸川の景観調査 

 
堤防を歩いて周辺の景観調査 

 

	
 埼玉県の田園都市づくり課主催の「新河岸川

広域景観プロジェクト」の「景観かわ歩き	
 川

越・ふじみ野エリア」の企画が、9 月 5 日(土)

に、かわごえ環境ネット会員や周辺市の市民団

体･行政の関係者 46人が参加、新河岸の旭橋か

らふじみ野市の養老橋までを視察しました。 

	
 9 時に旭橋たもとの日枝神社に集まり、2 グ

ループに分かれ、先発グループは地元の新河岸

船頭会が用意した舟に乗り、川面からの景観を

見ました。降りたら「新河岸川舟唄」を地元保

存会の演奏で聞き、感銘を受けました。後発グ

ループは舟運を支えた齋藤家や伊勢安の旧居

に昔の繁栄のあとを見ました。ついで、後発が

交代して舟に乗り、先発組が旧居を見て、順次、

新河岸川左岸の堤防上を歩き、九十九川排水機

場、川崎橋、養老橋、蓮光寺と約 2 時間歩き、

養老橋近くのふじみ野市立福岡河岸記念館で

反省会を行い午後 1時過ぎ解散しました。 

	
 堤防には、ススキと同じような外来種のセイ

バンモロコシが大人の背丈を越えてびっしり

繁茂しており、防犯上からも対策が必要ではな

いかとの声がありました。治水対策上からは、

万が一の大出水に備えて親水向けの施設は敬

遠されています。浸水と親水の折り合いが難し

いところと感じました。景観上は、緑濃い河畔

林の保存が大切だと意見一致しました。 

（渡辺利衛）

入間川のアユ遡上、追跡調査報告 

 
上奥富堰で採取された「標識アユ」 

 

	
 入間川にアユが群がる光景を夢見る第一歩と

して、4月 26日に、川越市の菅間堰でアユのア

ブラビレを切った「標識アユ」9千匹を放流し、

その後の状況を調査しています。9 月 14 日に、

初雁橋から上流にわたって調査しました。初雁

橋の上からは 50 尾ほどのアユがみられました

が、7 尾採取したなかには「標識アユ」はあり

ませんでした。上流の上奥富堰で 5尾採取、内

1尾が「標識アユ」でした。9月はじめに狭山大

橋での採取では 100 尾のうち「標識アユ」は 3

尾でした。3～6%程度の遡上確認ですが、関係

者と検討してみたいと考えています。 

（鈴木勝行）
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川越市からの報告・おしらせ

星空観察の集いを実施 環境政策課 

 

	
 8月 21日（金）18時から児童センターこども

の城において、「第 33回川越市星空観察の集い」

を開催し、56名の方に参加いただきました。当

日は、市内小中学校教諭による星座の見つけ方

や星座早見盤の使い方などについての講義後、

プラネタリウムの上映と星空観察（夏の大三角

などを観察）を行いました。

 
かわごえエコツアーを実施 環境政策課 

 
（仮称）川越市森林公園計画地 

 
川越市資源化センター建設事務所で説明を受ける参加者 

	
 9月 16日（水）に市民環境調査「かわごえエ

コツアー」を実施しました。川越市では、2010

（平成 22）年度に「川越グリーンマップ」の改

定を予定しており、その改定のためのデータ収

集と参加者に市内の環境の現状と保全の大切さ

を体感していただくために企画したものです。 

	
 このツアーの開催には、企画、立案から講師

の手配に至るまで、「生活クラブ生協埼玉川越支

部」に協力をいただきました。当日は天気にも

恵まれ、事務局職員あわせて 44名が参加し、大

型バスで、くぬぎ山、（仮称）川越市森林公園計

画地、伊佐沼、川越市資源化センター（新清掃

センター）、霞湧水堀、池辺公園を見学しました。 

特に、建設中の川越市資源化センターでは、参

加者の関心が高かったせいか多くの質疑応答が

されました。参加者からは「参加してよかった」

「ふだん行けない場所を見学できた」「次年度も

実施してほしい」など多くの意見をいただきま

した。

 

夏休み親子リサイクル体験ツアー 資源循環推進課 
	
 8月 18日・19日に夏休み親子リサイクル体験

ツアーを行いました。2日間で、17家族が参加

して、東清掃センター・リサイクルセンターの

見学、紙すき体験、廃材を利用した工作教室を

行いました。
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廃材を利用した工作教室 

 
東清掃センターの見学 

 

川越市住宅用太陽熱利用機器設置事業補助金について 環境政策課 
	
 本市では、平成 21年 3月に「川越市地球温暖

化対策地域推進計画」を策定するなど、地球温

暖化対策に積極的に取り組んでいます。 

	
 太陽熱利用機器（温水器、ソーラーシステム）

は、太陽光発電システムと比較すると価格が安

く、架台等により、屋根の形状や方位に合わせ

た設置を行うことが可能です。 

	
 自然の恵みである太陽のエネルギーを最大限

に活用することにより、二酸化炭素排出の少な

いまちづくりを推進するため、住宅用太陽熱利

用機器を設置する市民の方に、今年度から補助

金の交付を開始しました。 

	
 詳細は、市役所本庁舎 5階環境政策課窓口で

配布している「申請の手引き」及び市ホームペ

ージをご覧ください。 

○申請受付期間 

平成 21年 8月 3日（月）～平成 22年 1月 2

9日（金） 

＊予算の範囲内において、先着順で受付を行

います。 

○補助の内容 

20,000円/件（1世帯 1住宅につき 1回です） 

○補助の対象となる方 

太陽熱温水器又はソーラーシステムを個人

の住宅に設置する方で、以下に該当する方 

（1） 現在居住している市内の住宅に設置

する 

（2） これから居住するための市内の住宅

の建築に併せて設置する 

（3） あらかじめ設置された市内の住宅を

購入する 

＊給湯に使用できないもの、中古品は対象外

です。 

○申請方法 

申請書及び関係書類を市役所 5 階環境政策

課窓口へ持参 

＜問い合わせ：川越市環境部環境政策課 

地球温暖化対策担当	
 Tel.049-224-5866＞

 
太陽熱温水器 

 
ソーラーシステム 
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工場やビルの省エネルギー無料診断を受診してみませんか 環境政策課 
	
 (財)省エネルギーセンターでは、専門家が工場

やビルを診断して、これまで気が付かなかった無

駄の改善や新しい技術導入の可能性を提案する

「省エネルギー診断」を無料で実施しています。 

	
 川越市は、地球温暖化対策の一環として、市

内事業者の皆様の受診を推進しています。 

	
 診断は、専門員が現地に派遣され、担当者か

らの情報聴取、現場確認等が行われます。そし

て、結果は、診断報告書として提供されます。 

	
 対象は、第二種エネルギー管理指定の工場・

ビル、もしくは、指定外で年間エネルギー使用

量の原油換算値が 100kL以上の工場・ビルとな

っています。 

	
 詳細は、(財)省エネルギーセンターホームペ

ージ（http://www.eccj.or.jp）をご覧いただくか、

(財)省エネルギーセンター（関東地区）Tel.03-5

543-3016へお問い合わせください。 

	
 なお、市では、省エネルギー診断を受診した

市内事業者数をカウントしています。診断を受

けられた際には、環境政策課までお知らせいた

だければ幸いです。 

〔担当〕 

川越市環境部環境政策課地球温暖化対策担当 

Tel.049-224-5866 

 

マイバッグキャンペーン 資源循環推進課 
	
 買い物の際に、マイバッグの持参を心がける

ことから、少しでもごみになるものを減らすラ

イフスタイルに変えてみませんか。 

	
 マイバッグの持参、レジ袋の自粛は、ごみの

減量につながるわかりやすい手段であると同時

に、ちょっとした心がけで、だれにでもできる

行動です。 

	
 川越市では、ごみ減量・資源の有効活用を促

進し、環境に優しいライフスタイルを実現する

ために、マイバッグの利用やレジ袋削減を呼び

かける「マイバッグキャンペーン」を 10 月 1

日から協力店舗 27 店の店頭にて実施していま

す。 

	
 みなさんのご協力をお願いします。 

 

クリーン川越市民運動（ごみゼロ運動） 資源循環推進課 
	
 10月 25日（日）、クリーン川越市民運動（ご

みゼロ運動）を実施いたします。みなさまのご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

近隣市の環境行政「鶴ヶ島市」

1. 「生ごみリサイクルフォーラム」開催
	
 昨年 12月 14日に市役所 1階ロビーで開いた

「環境推進大会」は、市長の基調提言のあと、

環境団体等の発表で市民の環境意識の啓発に

努めました。そのなかで「生ごみ減量化の実践」

を発表した鶴ヶ島市リサイクル都市づくり市

民の会（高柳允子会長、今年度「エコ鶴市民の

会」に名称変更）主催により、12 月 13 日(日)

に「生ごみリサイクルフォーラム」を鶴ヶ島

市・NPO法人生ごみリサイクル全国ネットワー

クとの共催で開く予定で準備を進めています。 

	
 鶴ヶ島市では、高倉地区にある焼却施設「高

倉クリーンセンター」が建設より相当年数が経

過しているため、施設への負担軽減の意味から

「生ごみ減量」は緊急の課題です。川越市でも、

新設の「資源化センター」のランニングコスト

軽減のために、生ごみの水切りや堆肥化による

減量化の啓発が急務であり、市民主導による

「生ごみリサイクルフォーラム」は参考になり

ます。
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2. 駅周辺クリーンキャンペーン
	
 秋の「きれいなまちづくり運動」が 11 月 1

日（日）に全市一斉に行われますが、駅前を重

点に 11月 21日（土）に再度クリーン活動を行

います。「路上喫煙防止条例」などのない鶴ヶ島

市では、駅周辺のポイ捨てごみの一掃を願って、

市と市民ボランティアの協働により清掃活動を

実施するものです。キャンペーン実施予定の市

内 3駅（鶴ヶ島駅、若葉駅、一本松駅）は、隣

接市と境界を接しており、特に鶴ヶ島駅の西口

ロータリーは川越市です。市民が連帯して協力

するのか、試金石になりましょう。

 

3. 活発なボランティア･市民活動
	
 若葉駅前のワカバウォーク 1階にある「鶴ヶ

島市市民活動推進センター」には、89ページに

のぼる「ボランティア･市民活動団体紹介誌」が

おかれています。1 ページに会の紹介を載せた

団体が 65、その他活動団体が 116団体、600を

超える公民館などの登録グループの一覧など、

市民活動の活性化につながっています。昨年で

きた「寄付によるまちづくり条例」の具体化も

始まっています。 

（以上 3つの記事、武田侃蔵）

理事会・専門委員会の活動報告

理事会 
	
 今年度第 6回の理事会が、9月 28日に川越市

役所向かいの福田ビル 3階会議室で開催されま

した。出席が 8名、委任が 2名でした。主な会

議内容は次の通りです。 

1. 埼玉県と本会が、「平成 21年度県民参加生き

物モニタリング（川越地区）調査業務委託契約」

を締結した件について報告がありました。 

2. 11月 2日・3日にさいたまスーパーアリーナ

で開催される「ストップ温暖化 SAITAMAフェ

ア」に社会環境部会が出展することについて報

告がありました。 

3. 10月 25日に行われる「2009アースデイ・イ

ン・川越立門前」への後援依頼、11 月 14 日に

行われる「北公民館 かんきょう祭り」への協賛

依頼が各主催団体からあり、後援又は協賛団体

となることを承認しました。 

4. 11月 8日に川越水上公園で開催される「さい

たまエコフェスティバル 09」の後援・出展依頼

が主催団体から川越市にあり、本会もこの行事

に出展する方向で検討することになりました。 

5. 2010年 2月に開催される第 8回かわごえ環境

フォーラム及び 2010年度に実施する 10周年記

念事業についての報告が実行委員会よりありま

した。記念事業として「（仮）川越の自然」を作

成することになり、会員を対象として作成協力

者を募集することになりました。 

6.個人会員 4 名の入会、個人会員 1 名の退会が

報告されました。これにより、会員数が 162（個

人会員 99、団体会員 63）となりました。 

（小瀬博之） 
 
社会環境部会 
	
 社会環境部会の 9 月例会は、9 日（水）に 9

人が参加して開かれました。別に掲載されてい

る 8月 24日の「生ごみリサイクル全国大会」、9

月 3・4日に行われた東京電力(株)川越支社主催

の「玉原水力発電所及び尾瀬 ECO ガイドツア

ー」等の参加者からの報告がありました。 

	
 ついで、11月 8日に川越水上公園で行われる

「第 2回さいたまエコフェスティバル 09」の参

加要請について意見交換しました。昨年、上尾

市の水上公園で実施した資料だけでは不十分で、

今後自然部会の意向等をあわせて、参加の方向

で検討することにしました。「かわごえアジェン



月刊 かわごえ環境ネット	
 2009年 10月号	
 No.036 

- 14 - 

ダ 21」の啓発コーナーのアイデア等も検討され

ました。 

1）地球温暖化対策グループでは、市内公民館に

配った県の「エコライフ DAY 夏のチェックシ

ート」の回収資料の集計作業を 12日に中央公民

館で行うことにしました。 

2）環境保全・資源化推進グループでは、「生ご

みリサイクル全国大会」参加の経験をどう生か

すか、鶴ヶ島市の市民グループの活動も参考に

して具体策を提案することにしました。 

3）まち美化グループでは、川越まつりのまち美

化対策について、市の今年の対応について説明

がありました。JTが「拾えばまちが好きになる

運動」を本川越駅前のバスロータリーを拠点に

参加するので、市としての「まち美化ボランテ

ィア募集」はしないことになり、今まで参加し

た市民グループへの呼びかけなどは、まち美化

グループでやることなどが報告されました。 

（社会環境部会代表	
 渡辺利衛） 

 

 

自然環境部会 
	
 8月 10日（月）に池辺公園において「キツネ

ノカミソリの分布調査」を行いました。詳しく

は、記事をご覧ください。 

	
 8月 17日（月）に池辺公園において「ハグロ

ソウの保護活動」を行いました。詳しくは、記

事をご覧下さい。 

	
 8月 18日（火）に「新座市のキツネノカミソ

リの群生地と妙音沢の湧水探訪会」を開催しま

した。詳しくは、記事をご覧ください。 

	
 9 月 8 日（火）に（仮称）川越市森林公園計

画地において定例の「植物調査」を 8名の参加

で行いました。調査対象は草本でした。 

	
 9月 11日（金）に川越市役所 7G会議室にお

いて「9月度・自然環境部会」を 11名の参加で

開催しました。最初は、新たに会員になられた

猪俣さんが初めて参加されたので、全員の自己

紹介から始まりました。次に、（仮称）川越市

森林公園計画地における植物調査報告と、池辺

公園におけるキツネノカミソリの分布調査結

果報告がありました。続いて、埼玉県が主催す

る県民参加生き物モニタリング調査に参加す

るための手続きが契約書を交わすところまで

進み、調査活動に入ることになったとの報告が

ありました。調査対象と地域は、植物が今福の

（仮称）川越市森林公園計画地で、魚類が鯨井

の小畔川周辺と、安比奈新田の入間川周辺に決

まったことも報告がありました。最後に、アー

スデイ実行委員からのアースデイ参加要請と

事務局からの、さいたまエコフェスティバル 0

9への参加要請がありました。 

（自然環境部会代表	
 大辻晃夫） 

 

かわごえ環境フォーラム実行委員会 
	
 2010年 2月に開催される第 8回かわごえ環境

フォーラムの準備のために、実行委員会を設置

し、第 1回実行委員会を 9月 1日に、第 2回実

行委員会を 9 月 28 日に、それぞれ川越市役所

前の福田ビル 3階会議室において開催しました。 

	
 実行委員会は、前年度委員、各部会選出者、

理事及び 10 周年記念事業提案者有志で構成し

て、2010 年度に予定される 10 周年記念事業も

合わせて検討していくことにしました。 

1. 第 8回かわごえ環境フォーラムの検討 

	
 第 8回かわごえ環境フォーラムは、2010年 2

月 20 日（土）10:00-16:30 に川越駅東口多目的

ホール（クラッセ川越 6階）で開催することを

決めました。また、午前に環境活動報告会及び

展示会、午後にかわごえ環境ネットの活動報告

と講演会及びワークショップを行うことにし

ました。展示については、場所が狭いためにポ

スター展示のみを基本とすることにしました。 
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 例年会場にて配布する「かわごえ環境活動報

告集」の投稿と当日の発表者募集を 10 月から

実施し、昨年と同様 11月末日まで申込受付、1

2月下旬に原稿締切とすることにしました。 

	
 午後の講演会及びワークショップの講師や

テーマは、10 月 26 日の次回委員会で検討する

ために、提案を持ち寄ることにしました。 

	
 クラッセ川越の各階への連動行事開催の要

請、企業等への協賛依頼については、第 3回委

員会で検討したあとに順次実施していくこと

にしました。 

2. 10周年記念事業の検討 

	
 募集したテーマをもとに、事業を「講演とワ

ールドカフェ（テーブルごとにテーマを決めて

カフェのような雰囲気で情報を共有する話し

合い）」「出版」「形に残るもの」の 3 つを基本

に検討して、内容を詰めていくことになりまし

た。ワールドカフェについては、記念事業の実

施に向けて、同形式の小規模なイベントを試行

的に実施していくこと、出版については、自然

環境部会の提案を基本とすること、形に残すも

のについては、植樹などについて今後実施の可

能性を検討していくことにしました。 

	
 実施時期については、例年実施しているかわ

ごえ環境フォーラムと一体的に実施すること

（2011年 2月を予定）としました。会場につい

ては、ワールドカフェ開催のために飲みものが

提供でき、ワールドカフェ参加者以外の人も見

ることができるオープンな場所を探すことに

しました。 

	
 話し合いのテーマについては、公募で広範な

提案がありましたが、引き続き検討して行くこ

とにしました。 

	
 記念事業については、10周年記念事業積立金

を準備してきたところですが、会場費や出版費

が、積立金の金額を超過する見込みであること

から、事業実施と平行して財源の確保を検討し

ていくことにしました。    （小瀬博之） 

これから開催されるイベント等のおしらせ

「川越まつり まち美化活動」の参加者を募集（10月 17・18日実施） 
	
 10月 17･18日の川越まつりのポイ捨てごみ拾

いは、かわごえ環境ネットのまち美化グループ

が呼びかけ、クリーン&ハートフル川越が責任

もって運営することになりました。 

	
 今までは、本川越駅の本部周辺での活動でし

たが、札の辻から日高街道までを A ブロック、

本川越駅周辺を Bブロック、本川越駅から川越

駅周辺までを Cブロックと 3つに分け、それぞ

れのごみ収集所を拠点にして、まつり会場全部

をカバーするように企画しました。両日とも 11

時から21時まで2時間ごとの交代で活動します。

用具やごみ袋は用意しますので、手ぶらで気軽

にご参加ください。 

	
 申し込みは、参加の日と時間帯、ブロック別

を、担当の武田（Tel.090-2521-5770）までご連

絡ください。多くの市民、団体の参加を願って

おります。 

 
10周年記念事業「（仮）川越の自然」作成協力者を会員から募集（10月 20日まで） 
	
 かわごえ環境ネットが 2010年 8月に 10周年

を迎えるにあたって、「（仮）川越の自然」をタ

イトルにして、初心者が観察会で使用できる川

越の動植物の本を作成することになりました。 

	
 本会が観察会や保全活動を続けている仙波河

岸史跡公園、池辺公園、（仮称）川越市森林公園

計画地を中心とした構成にして、春夏秋冬の身

近な動植物について写真を中心に紹介します。 

	
 この本を作成するにあたって、原稿や写真の

提供・校正等、一緒に作業してくださる方を募

集します。 

	
 刊行は 2011年 2月の 10周年記念イベントを
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めざしていますが、協力者が揃って会議を重ね

てスケジュールや詳しい内容を決めていきたい

と考えています。 

	
 たくさんの方の応募をお待ちしています。な

お、作成協力者は、会員のみを対象とさせてい

ただきます。入会は随時募集していますので、

入会されていない方で興味のある方は、この機

会にぜひご入会ください。 

	
 問い合わせ・申込先は、横山三枝子（Tel.049

-246-9319）又は 10@kawagoekankyo.net（本件専

用の期間限定メールアドレス）へ 10月 20日ま

でにお願いします。

 
第 8回かわごえ環境フォーラム「環境活動報告集」への投稿・発表者募集 
	
 2010年 2月 20日（土曜日）10:00-16:30に川

越駅東口多目的ホール（クラッセ川越 6階）で

開催される「第 8回かわごえ環境フォーラム」

において、個人・団体の 1年間の活動を報告す

る「環境活動報告会」を開催します。この行事

にあたって「かわごえ環境活動報告集」を刊行

するので、そのレポートの投稿を募集します。

また、投稿した内容をもとにして、行事当日の

発表者を募集します。 

	
 投稿・発表申込の期限は 2009年 11月 30日（月

曜日）、レポート投稿期限は 2009年 12月 21日

（月曜日）となっています。 

	
 当日の発表の有無や会員の有無を問わず、環

境活動をされている方や団体からの積極的な応

募をお待ちしています。 

	
 詳しい要項は、10月の郵送資料で同封する募

集案内又はかわごえ環境フォーラムホームペー

ジ（http://kawagoekankyo.net/forum/）をご覧くだ

さい。 

 

 
「2009アースデイ・イン・川越 立門前」を 10月 25日（日）10:00-15:00に開催 
	
 11回目を迎えた「アースデイ・イン・川越」

は、昨年から蓮馨寺境内を本部にして、熊野神

社、旧川越織物市場、旧鶴川座を拠点に、立門

前通り商店会等の協力を得て実施しました。そ

の成果をもとに、今年もより市民に親しまれる

イベントにしたいと工夫しました。 

	
 テーマは「みんなで育てよう	
 水と緑と伝統

のまち川越」とし、この言葉を英語、中国語、 

韓国語、ポルトガル語の 5国語でちらしなどに

表しました。湧き水や市民の森、巨樹･古木の場

所を大きな地図で表して市民の啓発を図り、旧

川越織物市場では植木職の青年部が竹垣つくり

の実演、折り紙夢工房の折り紙コーナー、あい

アイ美術館の絵の展示など、クイズも合わせて

小学生にも参考になるように工夫しました。 

	
 鏡山酒造跡地も第 2会場として、世界でただ

一人ではないかと言われる「鼻笛」の演奏、フ

ォルクローレなども加わってにぎやかな会場に

なります。当日は秋の「ごみゼロ運動」ですの

で、環境への関心がより高まることを期待して

おります。 

 

 
第 9回「北公民館かんきょう祭り」を 11月 14日（土）に開催 
	
 市内公民館で、「かんきょう」を冠にした行事

は北公民館だけで、今年も環境標語や有機野菜、

環境活動展示、掘り出し物のバザール、登録ク

ラブの演奏などが盛り込まれています。今年は、

北公民館内に設置された「エコキャップ回収運

動」に関連して「世界に連なる環境活動」とし

ました。エコキャップが集めればワクチンにな

って発展地上国の子供が救えるとのことで、ご

みのリサイクル運動を中心テーマとしました。 

いつものとおり、参加者にはお礼に桜草の苗を

進呈します。 
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かわごえ環境ネット主催・出展行事（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください） 
●自然環境部会（2009年 10月度） 

日時：10月 9日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

	
 毎月第 2金曜日に開催で次回は 11月 13日 

★（仮称）川越市森林公園計画地 樹木調査 

日時：10月 13日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

持ち物：筆記具 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 植物調査と折々の自然観察・保全活動をして

います。毎月第 2 火曜日定例（次回は 11 月 10

日）、事前連絡はいりません。 

●社会環境部会（2009年 10月度） 

日時：10月 14日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

	
 毎月第 2水曜日に開催で次回は 10月 11日 

★［協力］川越まつり まち美化活動 

日時：10月 17日（土）・10月 18日（日） 

11:00-21:00 

場所：川越まつり会場 

◆広報委員会（2009年 10月度） 

日時：10月 20日（火）9:30-10:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

★［出展］2009アースデイ・イン・川越立門前 

日時：10月 25日（日）10:00-15:00 

場所：蓮馨寺、旧川越織物市場、熊野神社、

立門前通り、鏡山酒造跡地 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 3回） 

日時：10月 26日（月）13:00-14:00 

場所：川越市役所本庁舎 3A会議室 

◆理事会（2009年度第 7回） 

日時：10月 26日（月）14:00-15:30 

場所：川越市役所本庁舎 3A会議室 

★［出展］ストップ温暖化 SAITAMAフェア 

日時：11月 2日（月）10:00-17:00，11月 3

日（火・祝）10:00-16:30 

場所：さいたまスーパーアリーナ メインア

リーナ（さいたま市中央区新都心 8） 

	
 地球温暖化防止のための実践活動に関するポ

スター展示を行います。第 21回全国生涯学習フ

ェスティバル「まなびピア埼玉 2009」の併催行

事として行われます。詳しくは埼玉県ホームペ

ージ（http://www.pref.saitama.lg.jp/A12/BA00/kou

hou/sainokuni/kensei_1p.html）をご覧ください。 

★［出展予定］さいたまエコフェスティバル 09 

日時：11月 8日（日）10:00-16:00 

場所：川越水上公園（川越市池辺 880） 

詳しくは主催者ホームページ（http://sef.ehoh.ne

t）をご覧ください。 

★［出展］北公民館かんきょう祭り 

日時：11月 14日（土）9:00-16:00 

場所：川越市北公民館（川越市氷川町 107） 

 

会員・関係団体の主催行事 
●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園自然観察会 

国営武蔵丘陵森林公園南口に 10:20 集合 1

5:00過ぎ終了解散。参加費 200円、入園料

は必要。お弁当持参のこと。 

◆10月 22日（木）当会主催 

	
 10月は、可憐な花を咲かせるセンブリや

センボンヤリの花を観察します。オオカマ

キリやコカマキリ等の卵のうも探しまし

ょう。ぜひおでかけください。 

◆11月 11日（水）・15日（日）当会主催 

11 月は、久しぶりに北口方面を歩きます。

園内バスで移動しますので、集合時刻に遅
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れませんようにお気をつけください。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆10月 10日（土）9:30集合 

◆11月 14日（土）9:30集合 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1 家族 1,000 円（保険代・備

品代等）、クラブ員でない参加者は 1 人 10

0円（保険代）とします。 
年間予定表（活動日は第 2土曜日です） 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日 

◆10月 6日（火）・15日（木） 

◆11月 10日（火）・19日（木） 

11月は第 1火曜日→第 2火曜日に変更 

13:30-15:00 に川越駅東口アトレ横歩道橋

下から川越市役所まで 

2. 第 2日曜日 

◆10月 11日（日）・11月 8日（日） 

 9:30-11:00 に本川越駅交番横から各方面

に分かれて活動、中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日 

◆10月 24日（土）・11月 28日（土） 

13:30-15:00 に川越駅東口アトレ横歩道橋

下から本川越駅まで 

4. 川越まつりまち美化行動 

◆10月 17日（土）・10月 18日（日） 

川越駅から札の辻まで、3 ブロックに分け

て、ごみ拾いや辻立ち等で散乱ごみの防止

を実施。11時より 21時まで 2時間単位で

応援できる人募集。お礼にエコマネー。打

ち合わせ必要。申し込みを武田（090-2521-

5770）へ 10月 10日までに。 

5. 市中心部の落書き消し 

◆10月 10日（土） 

9:30本川越駅前交番横集合（2時間作業） 

●東洋大学 

☞賛助会員・卒業生との技術交流会（講演） 

◆11月 26日（木）14:00-17:10 

会場：東洋大学川越キャンパス 

（川越市鯨井 2100） 

講演内容：「国際人を目指す皆さんへ～25

年間の海外事業経験からのメッセージ～」

星野光多さん コマツ（株式会社小松製作

所）顧問，「新たなモバイルサービスの展

開に向けて」篠永英之	
 東洋大学 理工学

部 電気電子情報工学科 教授 

問い合わせ： 

工業技術研究所事務室（Tel.049-239-1322） 

●(財)埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆10月 11日（日） 

	
 水を落とし浅くなった沼に、200 羽ほど

のたくさんのサギが集まって魚を捕りま

す。サギは、足の長さに応じて水の深さを

選び、餌の魚を捕ります。 

◆11月 8日（日） 

	
 冬の渡り鳥、カモの仲間で沼がにぎやか

になります。一番早く飛来するのはコガモ

です。そのあとカモの種類が増えていきま

す。今日までに何種到着しているでしょう

か。到着したばかりの羽の色は、雌雄同じ

ようです。僅かな違いがわかりますか。 

月 日 活動内容（12月以降は昨年までの例） 
10 10 畑の片づけと大根の収穫 
11 14 里芋堀と芋煮会 
12 12 大根の収穫・ビニールはがし 
1 9 雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 
2 13 雑木林手入れ	
  
3 13 雑木林手入れ	
 焼き芋・チキンスープ・あそぼうパン 



月刊 かわごえ環境ネット	
 2009年 10月号	
 No.036 

- 19 - 

おしらせ・編集後記 
●会員からの活動報告・告知等を随時募集 

	
 会員の活動報告をぜひお知らせください。写

真も掲載可能です。また、本会会員や関連団体

等が主催する公開イベント等の情報の掲載等も

受け付けています。2009年 11月号（No.037，1

0月下旬発行予定）の掲載原稿は、10月16日（金）

事務局必着です。電子データでいただけると助

かります。詳しくは、かわごえ環境ネット事務

局までお問い合わせください。 

●かわごえ環境ネットホームページのご案内 

	
 かわごえ環境ネットホームページでは、「月刊

かわごえ環境ネット」をカラーで見ることがで

きます。また、ちらし・ポスター・ロゴマーク、

入会案内パンフレットなども手に入ります。 

	
 さらに、Googleカレンダーを使ったイベント

カレンダーは、本会または会員関連のイベント

が日付を追って一覧できます。 

	
 iモード・EZweb・Yahoo!ケータイなど携帯端

末用ページも用意しています。 

 
http://kawagoekankyo.net/ 

●編集後記 

◆10月号は、私が 9月に長らく出張に行ってい

たために広報委員会が遅れたこと、9 月までの

報告と 10 月以降の行事がとても多く、20 ペー

ジ建てという本誌始まって以来のボリュームに

なったために発行がたいへん遅れました。ご心

配をおかけしました。10月・11月は、本誌で案

内している通り行事がとても多いですが、いろ

いろな行事に参加して環境に関する関心をさら

に高めていただければと思います。 

	
 本会の会員が初めて 160を超えました。環境

に関する関心はますます高まっており、観察や

見学の行事を中心に参加者が増加しており、そ

の機会に会員になっていただける方が多くいら

っしゃいます。しかし、主な入会者は個人会員

であり、団体会員は 2000年の設立当初からほと

んど会員数に変化がありません。ということで、

設立時は同数に近かった個人会員と団体会員で

すが、現在では 3分の 2が個人会員となってい

ます。景気が悪い時勢ではありますが、ぜひ企

業や団体会員の方々にも会員になっていただき、

本会の活動にご支援いただければと思います。

今後、まち美化行動や展示会などのイベントを

通じて、企業や団体とも交流が深められればと

思います。            （こせ） 

◆この 10 月は「川越まつり」や「2009 アース

デイ・イン・川越 立門前」などが開かれますが、

かわごえ環境ネットの会員が、川越まつりのご

み対策や「アースデイ」の運営スタッフ等の裏

方として活動しています。来年 10周年を迎える

かわごえ環境ネットは、今後の飛躍のきっかけ

になる記念事業への知恵を絞っています。会員

の活発な提言をお待ちしています。 

	
 9月で個人会員が 99人になったとのことです

が、会員の中には埼玉県や近隣市の環境コンサ

ルタントとして活躍されている人のお名前が見

られます。しかし、例年の総会ばかりでなく、

毎月の例会などもスケジュールが合わないのか、

ご出席がいただけません。時にはお顔を出して

豊富な見識とスキルをかわごえ環境ネットのた

めに提供していただければとの思いが強くなり

ます。多くの方の話を聞いて「環境都市川越」

の実力向上につなげたいものです。 

	
 かわごえ環境ネットの活動は、毎月の自然環

境部会と社会環境部会で討議を重ねて進めてい

ますが、参加メンバーの固定化が進み、新しい

人の参加が少ないのが悩みの種であります。気

楽に参加できないか、気楽な「茶話会」のよう

なものをやってみるのも必要かと思われます。

	
 「一人の発言は不平、10 人の発言は声、100

人の発言は力」との言葉がありますが、個人会

員 100人の声をかわごえ環境ネットの運営に生

かすことがこれからの課題と思われます。（KT） 
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イベントカレンダー（10月 7日~11月 21日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外を対象にした公開・出展イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 
詳細は個別の記事を参照ください。 
  

10/7 8 9 
●15:00自然
環境部会 

10 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 
◎9:30市中心
部落書き消し 

10/11 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 

12 
体育の日 

13 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地樹木調査 

14 
●15:00社会
環境部会 

15 
◎13:30まち
美化啓発運動 

16 
○本誌 11月号
原稿投稿締切 

17 
★11:00-21:00
川越まつりま

ち美化活動 

10/18 
★11:00-21:00
川越まつりま

ち美化活動 

19 20 
○10周年記念
事業「（仮）川越

の自然」作成協

力者募集期限 
◆9:30広報委
員会 

21 22 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

23 
 

24 
◎13:30まち
美化啓発運動 

10/25 
◎クリーン川

越市民運動（ご

みゼロ運動） 
★10:00-15:00
[出展]2009ア
ースデイ・イ

ン・川越立門前 

26 
◆13:00かわご
え環境フォーラ

ム実行委員会 
◆14:00理事会 

27 28 
 

29 
 

30 31 
 

11/1 
 

2 
◎10:00-17:00 
[出展]ストップ
温暖化SAITAM
Aフェア 

3 
文化の日 
◎10:00-16:30 
[出展]ストップ
温暖化SAITAM
Aフェア 

4 
 

5 6 7 
 

11/8 
◎9:30まち美化
啓発運動 
★10:00-16:00[出
展]さいたまエコ
フェスティバル09 
◎10:00伊佐沼
探鳥会 

9 
 

10 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地樹木調査

◎13:30まち
美化啓発運動 

11 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 
●15:00社会
環境部会 

12 13 
○本誌 12月号
原稿投稿締切

●15:00自然
環境部会 

14 
★9:00-16:00[出
展]北公民館かん
きょう祭り 
◎9:30おいし
く・楽しく農業

体験 

11/15 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

16 17 18 19 
◎13:30まち
美化啓発運動 

20 21 
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